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Pl−41−2　先天性 ア ン チ トロ ン ビ ン 欠乏症合併妊娠の 2例
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【緒言】先天性 ア ン チ トロ ン ビ ン （AT ）欠乏症は，妊娠や 出産を 契機 に深 部 静脈血 栓症 （DVT ）を発症 す る 可 能性 が 高 く厳

重な管理 を必 要 とす る，今回我 々 は 先天性 AT 欠乏 症合併妊娠の 2例 を経験 したの で 報告す る．【症例】症例 1 ：32歳 2 経妊 1

経産，18歳時に DVT 発症 を契機に AT 欠乏症 と診断，30歳 で 経腟分娩 （AT 補充お よび 未分画ヘ パ リ ン 投与にて管理）の 既

往あり．今回 の 妊娠で は初期 よ りバ イア ス ピ リ ン の投与を行い AT 活性の検査 を定期的に行い なが ら経過観察 と して い た，妊
娠 32週 時 に AT 活性 が 29％ と低下 し下 肢静脈 ドプ ラ 検査 に て DVT を認め た た め，入院に て 未分画ヘ パ リ ン投与と AT 補

充を行い ，妊娠 38週 5 日に分娩誘発 に て男児娩出し た．症例 2 ：36歳 0経妊 0 経産，23歳時 に DVT 発症 し静脈バ イ パ ス 術施

行され た こ とを 契機に AT 欠乏 症 と診断．妊娠初期 よ りバ イア ス ピ リ ン投与 を 開始 し，器質化 した血 栓 の 残存があ っ たため

AT 活性測定 と下肢静脈 ドプ ラ検査を定期的 に行い なが ら経過観察して い た．妊娠 36週 に て管理入院させ，　AT 補充と未分画
ヘ パ リ ン投与を行 い 妊娠 39週 2 日に誘導分娩 に て男児娩出し た．2症例 共に 分娩後は低分子ヘ パ リ ン の 投与 を行っ た が新 た

な血 栓形成は 認め なかっ た．【結語】AT 欠乏症 の 抗凝固療法 と して は AT の 補充が 最も理 に か なっ て い る が，血液製剤 で ある

こ とや 高価 で ある こ とか ら投与方法や 時期 につ い て は議論が あり，理論的 に低効果と考えられ るヘ パ リ ン製剤の 投与を治療
の 中心 にすえる管理 プ ロ トコ ール も存在する．妊娠中の 至適な抗凝 固療法や分娩管理 に 関し て は，今後症例を 重ね更なる検討

が 必要と考えられた．

Pl−41B 　先 天性 ア ン チ トロ ン ビ ン 欠乏症 の 3症 例 5妊娠 の 管 理
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【緒言】先天性 ア ン チ トロ ン ビ ン 欠乏症 は常染色体優性遺伝疾患，ア ン チ トロ ン ビ ン の 先天的な欠損により抗血栓作用が低下

し血栓症を高頻度に発症する．本症を合併した女性が妊娠した場合，血栓，塞栓症が高頻度に発症する の み な らず，流産，死

産，妊娠高血 圧 症候群，胎児発育不全 な どを合併する ハ イ リス ク 群 となる，今回．当院で 経験 した 3 症例，5 妊娠に つ い て 報

告する．【症例】症例 1は 28歳，2経産 1経産， 24歳時に重症妊娠高血圧腎症を発症 し，常位胎盤早期剥離お よび 子宮内胎児

死 亡を きた し，先 天性ア ン チ トロ ン ビ ン 欠乏症 と診断され た．26歳時に 自然妊娠 し妊娠 6 週 に 下 肢 の 深部静脈血 栓症 を発 症

し加療中の 妊娠 8 週 に 自然流産 となっ た．3 回目の 妊娠は初期 よ りア ンチ トロ ン ビ ン の 補充ならび に抗凝 固療法を行 い 妊娠

36週 4 日 2332gの 女児 を帝王 切 開分娩 した．症例 2 は 28歳，初妊初産婦，26歳時 に肺塞栓 症 と下 肢 の 深 部静脈血 栓 症 を 先 天

性 ア ン チ トロ ン ビ ン 欠乏症 と診断され た．イ ン ド旅行中に無月経 となり，同時 に右下肢 の 違和感を自覚 し，同地にて 妊娠なら

び に右下肢 の 深部静脈血栓症 と診断された．帰国後，ア ン チ トロ ン ビ ン補充 と抗凝 固療法 に よ り妊娠 39週 2 日 2750gの 男児

を経腟分娩した．31歳に 再び 妊娠し t ア ン チ トロ ン ビ ン 補充と抗凝固療法に よ り妊娠 38週 5 日 3060gの 女 児 を経腟分娩し

た，症例 3 は 34歳 ， 初妊初産婦，無月経 と な り妊 娠 と診断 され，家族歴 よ り精査 し先 天性 ア ン チ トロ ン ビ ン 欠乏症 と診断 さ

れ た，ア ン チ トロ ン ビ ン の 補充と抗凝固療法に より妊娠 39週 4 日 2664gの 女児を経腟分娩した．

Pl−414 　妊 娠中 に発 症 した 静脈血 栓 症 で 診断 され た先 天性 ア ン チ トロ ン ビ ン （AT ）欠 乏 症 合 併妊 娠 の
一例
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【緒言】先天性 AT 欠乏症は，常染色体優性遺伝の 形式を と り，妊娠や外傷 で血 栓症を発症 し診断される こ とが多 い ．今回，
妊娠中に 発症 した左頭頂葉架橋静脈 血栓症を契機に本疾患 と診断され，抗凝固療法，AT 製剤 の 使用 に よ り良好 な妊娠，分娩

の 転帰をとっ た
一
例を経験 した の で 報告する，【症例】27歳，0経妊 0経産．特記すべ き既往歴 は な か っ た．父 親 と父方の祖 母

が抗凝 固薬を内服 して い た が 詳細 は不明で ある．妊娠 20週 2 日に右 上 下肢 の 脱力 と両 上 肢 の 痙攣が み られ た．左頭頂 葉架橋
静脈血 栓症 と診断さ れ ヘ パ リ ン 療法を行 い 症状 は 軽快 した，AT 活性 41％、　 AT 抗原量 123 　mg ／dlと低下 して おり，先天性

AT 欠乏症 と診断され た．妊娠 28週 か ら AT の 補充を行 い ，妊娠 35週 まで ア ス ピ リ ン を併用 し た．妊娠 40 週 2 日に 2，846
g の 女児を経腟分娩 した．児 の AT 活性は 正常範囲内で あ っ た．産後 は AT の補充を行い ，ワー

フ ァ リ ン療法に切 り換えた．
倫理 委員会の 承認 とイ ン フ ォ

ーム ド ・コ ン セ ン トを得て ，本 人 と両親 出生 した児 につ い て AT 遺伝子 を解析中で ある．【結
語】妊娠前 に診断されて お らず，妊娠中に 発症 した静脈血 栓症を契機 に 診断された先天性 AT 欠乏症 を経験 した．本症例で は

血栓症 の 明らか な家族歴 は な か っ た が，診断 に は初診時 に詳細 な家族歴の 聴取が 重要 であ る．血 栓 症の 予 防法に つ い て 明 らか

な コ ン セ ン サ ス は ない が，妊娠 ・産褥期は 血栓症の リス クが 高く，妊娠週 数 に合 わせ た血 栓症 予 防策が 必 要 で ある．また，児

につ い て は遺伝子解析 に よ り本疾患 に 関す る遺伝子異常 の 有無を診断 で きれ ば，今後 の 血 栓症予防の 対策 を事前 に 検討 で き

るメ リッ トがある と思われた．
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